
                  

 

 

 

 

※とよまつむらナウ④～とよまつむら唯一の理容院～※  
 
 

池田理容院 池田美貴雄さん（７５歳） 

出身地・現住所：神石高原町下豊松(旧豊松村) 

職業：理容師  

■理容院を継承する経緯ときっかけ 

終戦後の昭和 23年に先代の池田吾一さんが帰郷され理容院を開業。 

美貴雄さんはその長男として生まれた。一人っ子だったこともあり、 

先代の後を継ぐ決心をし、17歳の時に福山の理容院で修業をスタート。 

その後、結婚を機に帰郷し、20歳から助手・見習いとして現在の池田 

理容院で働き始めた。長く助手を務めていたが、先代が７４歳の若さで 

他界されたため、４４歳の時に２代目として理容院を継承した。池田理 

容院は今年で 77年を迎える。 

■お客様への想い 

事業継承した頃は、理容院が 2軒、美容院が 3軒あり村にも活気が 

あった。多い時には 1日に１０～１２名が来られ、休憩時間も取れず朝 

から晩までカットをし続けた日も数え切れないくらいあった。現在、豊 

松地区には池田理容院 1軒のみとなったが、今でも豊松にお住いの方だ 

けでなく、遠くは福山や高蓋、油木、平川などからもお客様が通って来 

られる。下は小学生から上は 90歳までの幅広い年代の方が、池田理容 

院を利用していただいていることに感謝しかない。自分より若い世代が 

どんどん勇退していく中でも、今まで来ていただいたお客様とのご縁を 

大切にし、これからは体力が続く限りお店に立ち続け、皆さんに恩返し 

がしたいと思っている。仕事以外の楽しみは、気の合う仲間との飲み会 

のグループを立ち上げてもう 10年が経つが、バカ話をしながら飲む酒 

は本当に美味しい。この絆と縁も大切に続けていきたい。 

●理容師さんへのあるある質問 

Q.ご自身の髪はどこでカットされるんですか？ 

A.自分でカットします。長さの調整は手の感覚で分かるので鏡は見ずに 

サイドはバリカンを使用して最後に三面鏡でチェックし微調整して完了。 

《お問合せ・ご予約》TEL：0847-84-2549 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊松協働支援センターだより・結い 

秋中利江子(あきなかりえこ)さん 

とよまつ保育所ありすの森 所長 

出身地・現住所：神石高原町相渡(旧神石町) 

職業：保育士 

■豊松で働かれるきっかけ 

専門学校の時に保育士の資格を取得。初任は岡山の「桃太郎保

育園」。結婚を機に旧神石町へ帰郷し、しばらくは「東城保育所」

に勤務。社会福祉法人東城有栖会が保育部門を立上げたことで、

神石高原町内に保育所が数カ所できた。それをきっかけに神石高

原町内にある保育所への勤務が増え、現在「とよまつ保育所あり

すの森」の所長に就任して 2年目を迎えている。 

■豊松への想い 

豊松地区の皆さんは本当に温かい。いつも地域の方々から見守

られている感じがしてすごく安心感がある。この素敵な場所にも

っと若い人が増えて欲しいと心から願っています。 

■園児たちへの想い 

みんな元気ですくすくと大きくなって欲しい。今、保育所では

「あいさつをする！」「お片付けをする！」などの大人になっても

大切なことを集団の中で身につけていけるように取り組んでいま

す。そして、「ありがとう」という言葉を素直に言え、人に感謝す

る気持ちを忘れないで欲しい。心の中で、いつも「ありがとう」

と思い、人に感謝をしていれば、自分自身も良い事がいっぱいあ

る人生が送れると思っています。 

■保育士としての願い 

これからも豊松の自然の中で、楽しい保育を子ども達と一緒に

していきたい。その中で「豊松大好き！」「神石大好き！」と思っ

てもらえるような子どもを育てていきたい。大きくなると、進学

や就職などでどうしても都会に出ていかないといけない時が来ま

す。でも、ふるさとにまた帰りたい、帰って神石高原町を盛り上

げたいと思ってくれる子が増えてくれれば嬉しいです。核家族化

が進む中でコミュニケーション能力を育てるために地域の皆さん

が「どうしょうるや？」と気にかけて立ち寄っていただける場が、

この「とよまつ保育所ありすの森」でありたいなと強く望みます。

地域の皆さん、ぜひ園児たちに会いに来てください！ 

※2025年度 園児数：1６名、職員数 13名 

 

＊クローズアップ「縁」④＊ 
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（
昨
年
神
石
で
開
催
さ

れ
た
際
の
ACP

講
演
会

の
チ
ラ
シ
） 

  上豊松自治振興会は４月２７日に伊勢丘 

さくらんぼの会との交流田植えを行いまし

た。４２回目の今年は天候にも恵まれ子ども達

は慣れない田んぼで、田植えを頑張りました。

その後は用意された泥んこ遊びの田んぼで思い

っきり飛び込んだり走り回って楽しく過ごしま

した。 

令和 7年５月１５日 

豊松協働支援 

センター発行 
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●申込み・問い合わせ● 720-1704 広島県神石郡神石高原町下豊松７４１番地 

豊松協働支援センター 【電話 ０８４７（８４）２２２６】   フェイスブック     ホームページ      YouTube 

～７月教室の予定～ 
♡７月２日（水） 

 花アレンジメント教室 

♡７月２６日（土） 

 ステンドグラス教室 

◎皆さまの参加を 

 お待ちしております。 

下豊松長寿老人会（会長：原岡定さん） 

美化活動として今年度は一級河川仁吾川の清掃

活動を、四日市バイパス追谷分かれから中平橋

までの河川の清掃・ゴミ収集を行いました。ナイ

ロン・ビニール等色んな物を拾い集めて綺麗に

なった川や岸を眺めながら、ホタルの乱舞が楽

しみだと語らいました。そして清々しい気持ち

で散会しました。（３月１１日） 

４
月
８
日
に
豊
松
地
区
交
通
安
全

自
治
会
は
テ
ン
ト
村
を
開
村
し
通

勤
の
方
々
に
安
全
運
転
の
街
頭
啓

発
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
事
故

の
な
い
安
心
し
て
過
ご
せ
る
地
域

に
し
ま
し
ょ
う
。 

＊春の全国交通安全運動＊ 

（令和７年４月６日～４月１５日） 

 

追
谷
班
で
は
４
月
６
日
に
「
す
い
せ
ん
祭
り
」
を 

行
い
ま
し
た
。
当
日
は
小
学
校
の
子
ど
も
達
が
校
歌 

等
の
合
唱
を
し
て
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

ご
視
聴
を 

お
願
い
し
ま
す
。 

4月９日に青少年育成豊松地

区委員会はあいさつ運動を

行いました。新学期を迎えた

子ども達は新１年生と一緒

に元気に登校してきました。

「おはようございます！」

「行ってらっしゃい！」 

と・よ・ま・つ 

春真っ盛り 

 咲き誇る 

チラシと小学校の子ども達が考案し

た標語の入ったボックスティッシュ

を一緒に配布しました。 


